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今年も省農薬ミカンをお買い上げいただき、 

ありがとうございました。 
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①ミカンを長持ちさせるために 

 箱の中のミカンを一度新聞紙の上でころがして、余

分な水分を飛ばし、よく乾いたら箱の中に戻して、風

通しのよいところで保存してください。また、傷んだミカ

ンがございましたら、見つけ次第取り除いてください。 

 上記のようにしていただくと傷みにくくなり、条件次第

ではありますが、数週間保存することができます。 

②配送ラベルのご確認を！ 

 配送されてきた段ボールに貼り付けられている配送

ラベルをご確認ください。茶封筒が間に挟まれており、

その中に請求書もしくは贈り物状がございます。（大学

での受け取り、ゼミ員による配達を希望された場合は、

茶封筒の挟み込みがない場合もあります。） 
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はじめに 
 石田紀郎 

 
 この原稿を書いている9月下旬はまだま

だ残暑きびしい毎日で、8月の盛夏が途切

れることなく続いている。この猛暑がミ

カンをどんな風に成長させてくれている

か楽しみと心配である。台風が一度も来

ていないから、皮にはそれほどの傷も出

ていないだろうと思っている。7月の定期

調査時の観察では、昨年の豊作に対し

て、今年は不作であるのは確かで、果実

の大きさで収穫量が増えてくれるのを期

待している。この文章が掲載された

ニュースレターを入れてお届けしたミカ

ンの大きさと味はどうでしょうか。 

 このミカン園に関係し出してから30年

以上が経過し、世の中の風潮もすっかり

変わった。農業をめぐる諸問題は農業継

続を困難にするばかりである。ミカン農

業も同様で、栽培面積も栽培農家数も収

穫量も激減である。収穫量が300万ｔとい

うのは異常であるが、その最盛期から30

年あとの現在の収穫量は100 万ｔを下回

る年もある。そんな状況変化の中で、農

薬問題も様相が変わってきた。1970年代

に「農薬は省くべき存在である」と考

え、「省農薬」と表現して、農薬全盛時

代の波に抗して出発した農薬ゼミであ

る。世間一般からは元より、大学や学会

という社会からも当然のことのように、

農薬を省いて農業が成り立つと思ってい

るのかと非難が浴びせられた。筆者が所

属していた学会は農薬業界の研究者も多

く、農薬ムラであった。現在問題になっ

ている原子力ムラから比べれば、取り扱

う金のケタが違うから、かわいいもので

あるが、ムラはムラである。そんなムラ

とは無縁になり、公害の現場を40年間も

歩いてきた間に、農薬をめぐる世間の考

えはずいぶんと変わってきた。省農薬で

あろうと、減農薬であろうと、無農薬で

あろうと世間が認める存在になってき

た。農薬そのものも成分的には大いに変

わってきたから、1970年代のような魚の

大量死が頻発することはなくなり、毒性

の程度も毒物に分類されるものは姿を消

し、劇物と普通物が大半になり、確かに

変わってはきたが、先日、朝日新聞で報

道されたように、ネオニコチノイド系殺

虫剤によってミツバチが大量に死亡して

いるなど、生物系への影響の様相も変

わってきたのではと思われる。成分も変

わり、世間では農薬を減らすことは当然

と思われているから、わが国での農薬問

題は終わったかのような錯覚を多くの人

が持っているようである。例えば、学生

に公害・環境問題として関心のある問題

を3つ挙げさせると、地球環境、温暖化、

オゾン層の破壊などが大半で、農薬問題

を挙げる者はきわめて少ない。マスメ

ディアが話題にする言葉しか知らないの

である。だから、わが国の農薬使用量は

減少したが、単位面積当たりの農薬使用

量はずっと世界第一位であるなどと知っ

ている者は皆無である。農業の命題は

「安全な生産環境で、安全な物を、安定

的に生産」することであるから、そのよ

うな農業の確立へとまだまだ活動を続け

なければと思う。  

 

 

ゼミメンバーの集合写真 
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今年の使用農薬 
宮本貴紀 

 

 今年散布した農薬の紹介です。 

 

● マネージ 

 4月に1回、竹薮に近いために風通しが

悪く、そうか病が発生しやすい一画に散

布しました。 

殺菌剤・普通物です。そうか病に効果が

あります。 

 

● ストロビーフロアブル 

 6月に1回散布しました。 

 殺菌剤・普通物です。予防効果に優

れ、また各種病害の胞子形成を強く阻害

するため、圃場における病害の蔓延を効

果的に防ぎます。広い抗菌活性で、各種

作物の重要病害に効果があり有効成分が

植物体に均一に拡散するため、安定した

効果があります。黒点病やそうか病に有

効です。 

 

● スプラサイド 

 7月に1回散布しました。 

 殺虫剤・劇物です。ロウムシ類を含む

カイガラムシ類に高い安定した効果を示

し、カイガラムシが卵から孵化するのを

防ぎます。 

 

 

参考URL 

[1]北興化学株式会社  
http://www.hokkochem.co.jp/nouyaku/

manege/index.html 

[2]スプラサイド乳剤 
http://www.greenjapan.co.jp/

spraside_n40.htm 

 

 

 

活動報告 
 

2012年度前期ゼミ 
岩本啓己 

  

 2012年度前期に行ったゼミの内容をご

紹介します。 

 今年度前期のゼミでは、まず、農薬の

基本的な知識を改めて身に着けることを

目的にゼミメンバーにテーマを割り振

り、調べてきました。農薬ゼミのメン

バーは文系の学生と理系の学生が半々く

らいいるのですが、農薬の化学的な作用

機構や使用に際しての技術から、農薬の

歴史や制度・安全性の評価まで、基本的

な知識を幅広く確認することができ、そ

れぞれの専門分野にかかわらず農薬問題

を様々な視点から見ることの重要性を実

感しました。 

 中でも経済学部4回生の加地が担当した

農薬の安全性については、「制度をきっ

ちり整備することは大事だが、それらを

管理・運営していくのは人間であって、

人間がやることの不確実性や質の問題を

よく認識し、データの公開や監視体制の

充実を目指す必要があるのではないか」

といった議論が行われました。 

 農学部修士1回生の日高は、昭和堂の雑

誌『農業と経済』の中から、放射能汚染

に関する報告を選んで紹介しました。原

発事故発生以降の汚染の実態やそれに対

する国や自治体の対応を改めて整理して

みると、放射線量の規制の基準が不明瞭

で、生産者や消費者の生活や権利を守れ

ているのか疑わしく思われます。このよ

うに、大震災・原発事故以降、農薬ゼミ

でも何度も被災地の農業や放射能汚染を

取り上げています。 

 理学部4回生の青木は、最近の和歌山の

省農薬ミカン園の調査結果から、病害虫

の発生具合の推移を示しました。寄生蜂

の導入以降、カイガラムシの発生は随分
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抑えられているものの、そうか病(ミカン

の葉や実の表面がかさぶたみたいにガサ

ガサになるアレです)が主要な病害として

依然多くみられています。 

 今年度から参加するようになった新メ

ンバーは、皆すでに大学でゼミや研究室

に所属していたので、それぞれが普段ど

んな勉強をしているか紹介しました。そ

の一人、経済学部3回生の但馬は、日本の

農業が抱える問題を挙げ、農業を保護す

ることの必要性、その具体的な対策につ

いて解説しました。また、農業経済を学

ぶ修士1回生の大池は、学部生時代に卒業

論文のテーマとしていた「中国における

農村からの出稼ぎ労働者の実態」につい

て発表しました。彼は農村社会の動向に

強い関心があり、多くのフィールドワー

クの経験があります。 

  

 ところで、ゼミは毎週金曜日の大学の

講義が終わってから始まります。講義や

実習の後にさらにゼミがあるということ

で、相当お勉強が好きみたいに思われる

かも知れません。このゼミでは普段の講

義よりも自由に質問や議論ができ、個々

の問題への認識をより深められています

(普段の講義がそうなっていないと感じら

れるのには、我々学生にも大いに責任が

あるのですが…)。そうした経験を望む学

生が集う場としての役割をこのゼミが今

後とも担っていけるようにしたいもので

す。 

 夜遅くまで勉強をすれば当然お腹も減

ります。ゼミの後は必ず大学近くの食堂

でみんなで夕食をとるのですが、摂南大

学3回生の宮本と農学部修士1回生の岩本

は農薬ゼミの大食漢として双璧をなして

います。その席でもゼミの議論が引き続

き行われたりして、やっぱりお勉強が好

きなんですね、と愉快な気分でご飯をか

き込む岩本でした☆ 

 

 また、研究者を招いて講演会を開くよ

うになったことも、今季の大きな特徴で

す。学生はもちろん京大の先生、一般の

方々にも多数ご参加いただきました。あ

りがとうございます。 

 まず、農薬ゼミの創始者として石田紀

郎先生にお話しいただきました。先生に

は、農薬問題をはじめ国内外の環境問題

に長年携わってきた立場から、市民・学

生・大学それぞれが環境問題とどう向き

合うか、その思いを熱く語っていただき

ました。環境問題は人権問題。その権利

を脅かされた人々の立場に立って現場で

情報を集めて議論を重ねるべきだ、とい

う主張は、聴く者にとって強いインパク

トがありました。 

 京大農学部微生物環境制御学研究室の

田中千尋先生には、植物の病気の発生と

その防除策について教えていただき、私

たちがフィールドにしている和歌山の省

農薬ミカン園の管理についても貴重な助

言をいただきました。先述のように現在

ミカン山で問題になっているそうか病で

すが、これを抑えるために使用する農薬

がカイガラムシの寄生蜂に与える影響は

十分に評価されているわけではないとの

ことでした。ミカン園をひとつの系とし

て捉え、農薬散布・寄生蜂・病害虫・ミ

カンの収量や味や外見といった要素がど

う関連しているのかを明らかにするに

は、長い年月と大変な努力を要しそうで

す。 

 京大白眉センターの塩尻かおり先生

は、植物が発する匂いがその身の防御に

役立っている、というお話をしていただ

きました。植物は害虫による食害を受け

た際、匂いによってその害虫にとって天

敵となる寄生蜂を呼び寄せたり、また、

周辺の同じ種類の植物に対してその防衛

機構を誘導したり、というようなことが

起こるそうです。植物が匂いによって、

昆虫や仲間の植物に情報を送っているの

です。 

 その場においてゼミメンバーから、

「収量が多い年と少ない年が交互に来る

『隔年結果』が、ミカンの樹どうしの匂
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いによる情報伝達によるものだとしたら、

匂いを使って隔年結果を抑えられないか」

という意見が出ました。もちろん、隔年結

果に匂いによる樹と樹の相互のコミュニ

ケーションが関係しているという報告はあ

りませんが、もしそうだとすれば、その匂

い物質をミカン園で使うことで、その年に

実るミカンの個数を容易に調節できるよう

になるかもしれません。この分野の進展に

は、今後も注目していきたいところです。 

 今季ご講演いただいた先生方に、改めて

感謝いたします。 

 

 省農薬ミカン園の課題にアプローチする

こと、食や農業に関する知識や認識を深め

ていくこと、これらを並行して進めること

で、農薬ゼミの企画により多くの方が関心

を持っていただけるようにしてまいりま

す。今後ともご期待ください。 
 

 

無農薬栽培の報告 
青木陽輔 

 

 昨年行った、無農薬栽培への取り組みの

報告です。 

 昨年、仲田尚志さんからの提案で、省農

薬ミカン園の一部（以下無農薬園と呼ぶ）

でマシン油を除く薬剤を散布せずに栽培を

するという、無農薬栽培を試験的に行いま

した。薬剤の散布をゼロにすることによ

り、病害虫の発生がどれくらい増えるかを

観察していく予定でした。 

 しかし昨年の秋、仲田さんから無農薬園

でそうか病の発生がひどく、ミカンの実に

も発生してミカンの見た目にも大きな影響

が出ているという連絡がありました。そう

か病はミカンの実に発生しても、皮の部分

がデコボコになるだけで、食べる部分には

影響しません。それでもあまりにも見た目

が悪く、商品として出すには申し訳ないと

いう話を受けて、そうか病の発生が比較的

軽い（それでも薬剤を散布して育てたもの

と比べると見た目が悪い）ものだけを京都

大学での販売に限って出荷することにしま

した。結局、無農薬園のミカンのうち半分

以上が出荷されませんでした。 

 今年の3月に無農薬園の様子を見に行き

ました。無農薬園のミカンの木は、周りの

園の木に比べて葉の色が薄く、元気がない

という印象を受けました。近年の病害虫調

査ではミカンの木が弱るほどのそうか病の

発生はなかったことも考えると、殺菌剤の

威力の大きさを思い知る結果になりまし

た。 

 これでは無農薬を続けるのは難しいとい

うことで、今年は無農薬をやめて再び薬剤

の散布を行うことにしました。今年の7月

に様子を見に行ったときには、無農薬園

だったところの木も元気を取り戻したよう

に見えました。木が枯れるという事態には

ならずにすみそうですが、改めてミカンの

無農薬栽培の難しさを感じました。 

 省農薬ミカン園での現状を見ても分かる

ように、ミカンは無農薬栽培が難しいとさ

れています。その理由としては、除草に手

間がかかり、農作業従事者への負担が大き

いこと、収穫量が安定しないこと、無農薬

で栽培を続けていくと木が弱り枯れる場合

があること、などがあげられます。またこ

れらの理由から、毎年継続して生産してい

くのが難しく、できたミカンの値段も高く

なってしまいます。 

 今の省農薬ミカン園では無農薬で栽培す

るのはまだ難しく、無農薬栽培の試みは失

敗に終わったといえます。しかし、今回の

試みでうまくいかなかった点を考察し、教

訓とすることで、省農薬栽培で同じような

問題が起きた時に生かすことができると思

います。そして逆に、長年の省農薬栽培の

中で得た調査データは、再び無農薬栽培に

挑戦するときに役に立つと思います。 

 無農薬栽培に限らず、仲田さんの新たな

試みに対して、これからも一緒に考えてい

こうと思います。  
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ミカン園調査報告 
青木陽輔 

 

 今年度の調査の簡単な報告です。 
 

● 土壌調査 

 5月に植え替え地区を中心に土壌調査を

行いました。土壌のpHと、リン、窒素、

カリウムの3種の栄養素の量を簡易調査

キットで量りました。結果は園全体とし

て、pHが約5.0の酸性土壌で3種の栄養素

の量も場所による違いはあまり見られま

せんでした。 
 

● 病害虫調査 

 7月に病害虫調査を行いました。対象は

調査園の木（約400本）のうちの53本で

す。今年の特徴は主に次の3点です。 

・ヤノネカイガラムシは平年並み 

去年はヤノネカイガラムシの発生が少な

かったのですが、今年は平年並みの発生

に戻ったといえます。 

・イセリアカイガラムシの発生が減少 

毎年発生がみられる木に今年は発生がみ

られないなど、去年は10本の木で発生が

確認されていましたが、今年は5本の木で

しか発生が確認されず、発生が少ない年

だといえます。 

・ミカンヒメコナカイガラムシが発生 

今年の最大の特徴は、ミカンヒメコナカ

イガラムシが確認されたことです。ミカ

ンヒメコナカイガラムシは、省農薬ミカ

ン園では例年0本、多くても1~2本の木で

しか発生が確認されないというレアな害

虫（去年は秋に1本の木で確認）ですが、

今年は6本もの木で確認されました。発生

度合いはどの木も小さく、木に影響が出

るほどではなかったので、農薬ゼミとし

ては、レアな害虫が出たと盛り上がって

いました。 

 

 

～報告～  

省農薬ミカンの贈り物 
加地史昂 

 

● プロジェクト概要 

 農家の安全や環境問題を考え、情報発

信をしてきた農薬ゼミの活動の一環とし

て、収穫した省農薬ミカンの一部を東日

本大震災の被災者に贈るプロジェクト。

省農薬ミカン2トンは仲田尚志さんより寄

付。お届け方法は宅配便と、自分たちが

車で運び手渡しする方法の2種類。 

 

● 郵送でのお届け※敬称略 

 支援先:宮城県内の小学校、2校の児童

数は約280 名 

 お届け日:2011年12/15(木)  

 贈 り 物:省 農 薬 ミ カ ン4箱 (40kg)、

ニュースレター300 部、省農薬ミカンの

説明用紙300 部 

 コーディネーター:山本芳華氏(摂南大

学) 

 

● 自分たちが車で運び、手渡しでのお

届け 

 支援先：宮城県・岩手県の仮設住宅ほ

か気仙沼市大島90世帯、気仙沼市小泉90

世帯、仙台市岡田西町70世帯、NPO オレ
ミカンヒメコナカイガラムシ 
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ンジネットワーク(気仙沼)、南三陸町90

世帯、仙台市中野90世帯、仙台市南小泉

90世帯 

 ※世帯数はおおよその数 

 ※仮設の名称は正確ではない。 

 お届け日:2011年12/3(土)、4(日)  

 贈り物:省農薬ミカン196箱(1960kg）、

ニュースレター600部、省農薬ミカンの説

明用紙600部 

 コーディネーター:押柄達也氏(NPO ア

マニ・ヤ・アフリカ) 

 参加者:京大農薬ゼミ3 名、NPO アマ

ニ・ヤ・アフリカ1名、東北大学アグリ2

名、神 戸 大 学1名、他3名 計10名 

 補足:贈り物のミカンは和歌山のミカン

園から積荷場所へ送り、一時保管した。

積荷場所は東北大学農学部の体育館を使

用。 

● 所見 

 省農薬ミカンの贈り物は想像以上に喜

んで頂けました。当初、自分たちのネッ

トワークが東北になく、今回支援できた

地域はかなり限定されてしまいました。

しかし、NPO アマニ・ヤ・アフリカや東

北大学のアグリなど多くの方の協力に

よって、良いカタチで実現できたと思い

ます。 

 津波による被害は想像をはるかに超え

るものでありました。特に南三陸を小高

い丘の上から眺めた光景はあまりに衝撃

的で言葉を失いました。そして、忘れて

はならない事実だということを痛感しま

した。 

 実際に被災地の仮設住宅を回ってみて

感銘をうけたのは、コミュニティ内のつ

ながりの強さで、同時にその重要性を感

じました。どこの仮設も“お母さん”た

ちが元気でパワフルで、支援する側であ

る自分たちがかえって元気づけられまし

た。 

 支援時、被災地では今後は雇用の問題

が大きいだろう、との意見を頂きまし

た。また、被災地への支援を通して、自

立を見守るというスタンスでいることも

必要だと感じました。 

 東北大学の学生や、現地のNPOの方と

の交流の機会をもてたことは非常に良い

経験であったと思います。外部へネット

ワークを持って、活動を発信していくこ

とは農薬ゼミの活動を活気づけるという

観点からも重要だと感じました。 

 

● おわりに 

 多くの方のご協力により、非常に良い

カタチで支援を実現させることが出来ま

した。ご協力ありがとうございました。  

 

 

ミカンのお届け先（google mapより作成） 
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生産者： 

仲田尚志さん 

インタビュー 
日高渉 

 

仲田尚志さんにインタビューしまし

た。以下、その内容をまとめました。編

集上、表現は仲田さんの実際の言葉とは

違います。 

 

● 最近はどんな試行錯誤をしています

か？ 

去年は無農薬と切り上げ剪定を同じ樹

で試したんよね。 

切り上げ剪定っていうのは樹が上を向

くようにする剪定。普通は、切り上げ剪

定をして樹勢を良くしたら、ミカンがま

ずくなるんじゃないかと言われてる。だ

から、出来るだけ横に枝が垂れるように

剪定するように言われている。でも上に

伸びようとする樹の本能を抑えて横へ横

へとなるように剪定すると、樹勢が弱る

から隔年結果が起こると本に書いてあっ

てね。しかも切り上げ剪定して、夏の間

は枝が上向いてても、秋になると枝は概

ね横に垂れて、ミカンの味がのるでと書

いてあってね。 

だから、そういう切り上げ剪定を無農

薬と同じ樹で去年やったんよね。そした

ら昨年に引き続き、今年もミカンがある

程度なった。それがたまたまなのか、切

り上げ剪定したからなのか、分からない

けど。それで、道から下の園では今年表

年だから、切り上げ剪定したら来年もミ

カンがなって隔年結果が緩和されるのか

試してみたらおもしろいと思っている。 

それから問題は味なんですよ。切り上

げ剪定をしたら樹勢が良くなるから、味

が悪くならないのか？秋に枝が垂れて味

は悪くならずに済むかもしれないから、

糖度を量って糖度が落ちるか、同じかっ

ていうのを試みたい。ただ、一年単位で

しか試行錯誤できないんでね、長い目で

見るしかないんやけど。 

 

それから、ミカン園の竹藪に近い所は

日陰で、風通しも悪いから、昔からそう

か病が多い。そうか病は糖度を上げない

んやって。葉っぱにそうか病がなると光

合成ができなくなるからで、やっぱりき

れいな葉っぱ作らなあかんなと思って

ね、竹刈りしたのと、竹藪のところだけ

マネージという農薬をやってみたんです

よ。まだ、完全にそうか病は無くなって

いないですけど、そうか病がいなくなっ

て糖度が上がるかなと思って、試してみ

ました。 
 

● 無農薬の試みはどうでしたか？ 

 無農薬はだめだった。やっぱり、葉と

実でそうか病がひどかった。無農薬でミ

カンはなるんだけど、ミカンの外観が悪

いだけじゃなく、美味しくない。外観が

悪くてもおいしいミカンなら作るんだけ

ど、味が悪い。葉っぱが痛むから光合成

せえへんねん。 

ただ、除草剤をやらんていうのは味に

コクが出ると思ってるから、それはず

うっと続けようと思ってるんだけどね。 

 

● 仲田さん自身に何か変化はありまし

たか？例えば心境の変化とか。 

 葉の色や大きさ、光沢とかね、そうい

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者の 

仲田尚志さん 
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うのが見たらぱっと分かるようになって

きた。今まではみんな同じミカンの樹に

見えてたのが、これはいいなあとか、こ

れは悪いなあとかね、経験やなこれ。ミ

カン作り始めて今年で4年だけど、4年目

で差が分かるようになってきた。違いが

分かるようになってきたけど、ここら辺

のひとからすれば当たり前のことやね

ん、当たり前のことがやっと分かってき

ただけのことなんですわ。まあ積み重ね

です。長い目で見てください(笑) 

 でもミカン作りは情熱を持ってやって

る。ここに来たころは何も分からなく

て、言われるがままに作ってたけど。こ

のほんの1年くらいですわ。分かってきた

からね。だから、ミカン作りが面白い。

こうやったらいいミカン出来るかなあと

かね。あと、やっぱり消費者さんの声で

おいしいミカンをありがとうとか、去年

なんか被災地に持って行って、ありがと

うって、そういうのってうれしく思える

じゃないですか。そういったことから、

ミカン作りってええかなあと思ってる。 

 

 

「悟の家騒動記」 

和泉賀津子 
 

 1969年に始まった農薬裁判は、1984年

に和解という形で終了し、被告の日本曹

達は、1250万円の和解金を支払った。原

告の故松本武さん（農薬被害で亡くなっ

た松本悟くんのお父さん）が、その和解

金でミカン山に建ててくれたのが「悟の

家」である。1986年の開所式から、すで

に26年が経過した。 

 悟の家がまだ無かったときには、夏は

牛小屋、冬は村の公民館を借りて寝泊ま

りしていたゼミメンバーであるが、その

後はずっとこの悟の家のお世話になって

いる。 

  

 最初は、電気もなく、ランプを部屋に

下げて、灯りにしていた。お風呂もな

く、1日の作業が終わると、松本さんや仲

田さんの家のお風呂をいただきに皆で大

窪の村へ下り、お風呂の順番を待つ間

に、お家の方達とお話しをさせてただい

たりした。数年後には松本さんが悟の家

の裏にお風呂を作ってくださり（プロパ

ンガス）、便利にはなったが、少し寂し

い思いをしたこともある。また、ある時

調査に来てみると、いきなり電柱が立

ち、電気が使えるようになっていたこと

もあった。 

 そんな風に悟の家もだんだん便利にな

り、快適になってはきたが、調理は今で

も薪である。悟の家にきた者は、まず火

のつけかたを学び、釜でご飯を炊くこと

を学ぶ。そんな都会ではありえない生活

を、悟の家は提供してくれる。 

 これまで何人の人がこの悟の家に泊

まっただろうか？延べ人数にしたら、

1500人以上になるのではないだろうか。

ゼミメンバーを初めとして、生協の子ど

も会、会社の研修生などなど、いろいろ

な人達が利用してきた悟の家だが、今年

は春から二度も大変な目にあった。 

 5月のミカンのお花見。この時は、金曜

日の夜に先発隊が出かけたが、悟の家の

玄関を入ると、畳の縁を太くて黒い帯状

のものが目に入り、よく見るとそれはア

リの大群で、押し入れも天井もアリだら

けの状態だったとのこと。ほうきで掃

き、掃除機で吸いとり、2時間ほど格闘し

奥が「悟の家」、手前は布団干し。 
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たが、アリは次から次へと出てくるの

で、何とか寝る場所だけを確保し、アリ

と共に寝ることになったそうな。翌日の

後発隊に、キンチョールを買ってこいと

いう連絡が入り、後発隊も着くやいなや

アリ退治に加わったが、アリとの格闘は

終結せず、仲田さんが登場し、畳も上げ

ての大騒動となった。畳の下の地面も、

びっしりとアリで埋め尽くされていた。 

 昆虫の先生に聞いたところ、それはア

リが悟の家を占拠し、さながらアリ王国

と化している状態だという見解だった。

アリの巣がどこにあるかは分からずじま

いであったが、その後仲田さんが薬を撒

いてアリを壊滅させてくださった。 

  

 7月夏調査。金曜日の夜に悟の家に着

き、部屋に入ると、奥の本棚のファイル

が1冊バラバラに破れて床に散らばってい

た。なぜか分からなかったが、他には何

もなく、いつものようにみんなでお疲れ

さまの一杯を飲んで、布団に入った。夜

中、皆が寝静まった後、ガサガサと何や

ら動く音がしたが、ゴキブリが動いてい

るくらいと思い、眠ってしまった。 

 翌日、なんとその動く者はネズミと判

明。散らばっていた紙もネズミが巣をこ

しらえていたものと分かった。平和に暮

らしていたネズミは、突然私たちの襲来

を受けて、さぞやびっくりして夜中に走

り回っていたことと思われる。 

 今年の夏調査は、天候に恵まれ、短時

間でルーチンの調査が終了したため、残

りの時間は悟の家の大掃除に費やすこと

となった。玄関から室内、台所、屋根の

上まで、あらゆるところを片付けた。初

めてミカン山に行った学生は、調査もそ

こそこに大掃除にかりだされることと

なった。 

 その大掃除のさなか、今度は水が出な

くなった。いつもなら山の中の貯水槽の

バルブを開けばまたすぐにきれいな水が

出てくるのだが、今回は、なかなか出て

こない上に、少したって出てきた水はか

なり濁っており、とても料理に使えるよ

うな状態ではなかった。小学校の時に理

科で習った濾過装置を、そこにあるもの

で何種類も作り、そこそこきれいな水に

するという作業を、皆で行うという羽目

になってしまった。いやいや、トラブル

は重なるものである。 

 そういえば、10年以上前になるが、一

度シロアリが発生し、仲田さんに駆除を

お願いしたことがある。放っておけば家

自体がつぶれてしまう事態になりかねな

かったが、すんでのところで防ぐことが

出来た。大きな大きなスズメバチの巣が

出来ていたこともある。 

 悟の家は、日頃はあまり使っていない

山の中の一軒家なので、今後もいろいろ

な生物が入り込んで住みかにされるかも

しれないが、我々のフィールドワークに

とってなくてはならない場所である。こ

れからもお世話になる悟の家を大事に

使っていきたい。また、ゼミだけではな

く、農業や環境のことに興味をもつたく

さんの人たちに使ってもらえたらと思っ

ている。 

 みなさんも、一度悟の家にきてみませ

んか？  

アリ退治の様子 
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ペンシルベニア大学 

留学レポート 
（2011年9月～2012年5月） 

吉村政龍 
 

 皆様こんにちは。京都大学法学部4回の

吉村です。私は昨年9月から、アメリカ・

ペンシルベニア大学に交換留学に行って

おりました。今年5月に帰国し、ようやく

農薬ゼミに復帰しました。ついては、こ

の約1年間、アメリカでどのようなことを

してきたのか、ごく簡単にですが、ご紹

介したいと思います。 

 

● 勉学について 

 アメリカを中心とした各国の民族政策

を研究課題としていた私は、政治的権力

の分有を通じて民族・宗派対立による国

家分裂を防ぐ「パワーシェアリング」に

ついて留学中勉強しました。ペンシルベ

ニア大学には、この分野で高名な先生が

おり、私はその先生の下、パワーシェア

リングについて、各国の事例分析を行い

ました。その過程で、私は、権力の分有

に失敗したことで、内戦状態に陥ってし

まったり、民族間に亀裂が生じてしまっ

た事例をいくつも垣間見、政策や制度

が、多くの人々に、長きに渡って、多大

な影響を及ぼしうることを知りました。

また、学期末には、アジアの事例につい

て自分で調査を行い、「1963年から65年

における、マレーシアとシンガポールの

合併、分離、およびその原因について」

というテーマで報告を行いました。 

 

● 学外の活動について 

 勉強以外では、前期は学内の各種イベ

ントや行事を通じて、各国から来られた

多くの留学生の方と知り合うことができ

ました。また、後期の冬休みには、同じ

く日本から交換留学で来た友人と一緒に

アラスカにオーロラを見に行ってきまし

た。アメリカ東海岸のフィラデルフィア

からシカゴ経由でアンカレッジまで飛行

機に乗り、その後は約500キロ内陸にある

アラスカ第2の都市、フェアバンクスまで

レンタカーという旅です。雪道を運転す

る際、前の車が通った轍に沿って車を走

らせるのですが、道程の半分まで行った

ところで、タイヤが雪の深溝に嵌り、な

んと動けなくなるというアクシデントに

見舞われてしまいました。見渡す限り深

い森で、牽引してもらおうと業者を呼ぶ

も、「翌日まで待ってくれ」といわれ、

途方にくれました。ただ、幸いにして５

分に一台は車が通っていたので、アメリ

カらしくヒッチハイクをしてアンカレッ

ジまで戻ることにしました。 

  ですが、現実はハリウッド映画と異な

り、ヒッチハイクを始めてから1時間して

も車はなかなか止まってくれませんでし

た。辺りが暗くなるにつれて、私と友人

もだんだん焦るようになり、たまたま

持っていた段ボール紙の表に「アンカ

レッジまで」、裏に「フェアバンクスま

で」と書き、アンカレッジ方面へ向かう

車には紙の表、フェアバンクス方面へ向

かう車には紙の裏を掲げて見せるなど、

ちょっとした工夫も行いました。 

  その後さらに1時間ほど奮闘した後、

親子連れの車が「アンカレッジまで行く

けど乗る？」と止まってくれたときは、

本当に涙が出そうになりました。もちろ

ん、乗らせていただきました。そうし

て、なんとかアンカレッジまで戻り、今

度は素直にフェアバンクスまで約1時間の

国内線の飛行機に乗りました。 

  フェアバンクスに着いた後は特に大き

なアクシデントもなく、スキーにグルメ

にオーロラ観測、ひいては現地の温泉な

ど、大変有意義な時間を過ごしました。 

 このように、アラスカの旅を含めて、

アメリカでは非常に得難い経験をするこ

とができました。来年の卒業を控えて、

就職活動など忙しくなりますが、できる

限り農薬ゼミにコミットしていきたいと

思います。それでは、今後ともどうぞよ

ろしくお願いします。  
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新人レポート 
大池智士 

 

 はじめまして。今年の春に北海道大学農

学部を巣立ち、大学院から京大にやってま

いりました。ここでは簡単に自己紹介をし

て、レポートに代えさせていただきます。 

 農薬ゼミに出入りするようになった理由

ですか？ ～それは民衆的立場で社会問題

と闘う石田紀郎先生の熱きパトス、そして

メンバー各位の真摯な姿勢に共感を覚えた

ことに尽きますね。札幌での学部生時代

も、根深い問題の渦巻く世の中に飲み込ま

れそうになりながら、矛盾解決に向けて何

か役立てることはないかと自分なりにもが

いてきました。同じ地球上で貧しい民が穀

物の価格高騰によりますます飢えに苦し

み、はたまた生計を立てるべく自らの用に

供さぬモノの為に働き、カネに困る者があ

るいは原発に、果ては戦地に送られて生命

の危機にさらされ、世の中の一部の層によ

る利益追求の犠牲になるという、そんな社

会は何かがおかしい・・・。とこう書けば

極端すぎるのかもしれませんが、こうした

モヤモヤを抱えていたところ、ザ・硬派

（！？）な農薬ゼミに出会ったというわけ

です。何より現代社会について自由に議論

する風土があるのが良いところですね。 

 さて、でいったい私は何をしている輩

かって？そうですね～、いちおう私の専攻

は「農業経済学」や「農村社会学」といっ

た分野でして、大きなことを言えば、人び

とが充足した生を送って死ねる社会の構築

に、食と農の側面から貢献することを使命

としています。特に今は、過疎化で数年先

の存続が危ぶまれる農山村集落に目を向け

ています。農という営みを介して人と自

然、そして人と人が関わり合う―そういっ

た農の価値を再考し、仕事がなく若者が離

れていきゆくゆくは消滅するとされる農山

村においてこそ、その本来の豊饒さが引き

出されるような地域経営を探るなかに、充

足した生の展望が描けないかと思案してい

るところです。研究についても、現場あり

きの研究ですから、何はともあれフィール

ドワークに出かけるのが習い性になってく

るわけですね。おかげで週末はおろか、平

日も大学にいないことが多く、農薬ゼミの

会合にもろくに顔を出せていません（ゼミ

生のみなさん、ごめんなさい）。暇を見つ

けては各地の農山村、および地域づくりの

現場に足を運び、そこで人びとの暮らしよ

うを見たり、話を聞いたり、あるときは住

民のみなさんと一緒に地域の将来について

考えたりといった経験をさせていただいて

います。また、月2回ほど大阪南部まで自

転車で出向き、現地のママさんや芸術家た

ちと共に空き地を活用した農園づくりに携

わっています（果たして研究に結びつくの

か否か）。そんな出かけたがり屋ですか

ら、農薬ゼミ恒例のミカン山踏査も実に楽

しみにしています。現場に内在してみる

と、書物を通した知識やインターネット上

の情報からは思いもつかない現実に遭遇

し、そこからチャレンジングな探究が始ま 

ることもあります。           

 西田幾多郎が自身の日記にこう綴ってい

ます。「学問とは畢竟“life”の為なり」

と。ライフすなわち生命、生活、人生を離

れて学問もへったくれもありません。その

ことを心に刻み、これから農薬ゼミでみな

さんと共にいっそう邁進してまいりたいと

思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

新人レポート 
但馬和浩 
 

 農薬ゼミの活動に今年の5月から参加し

ている但馬和浩です。私は夏にミカン山を

訪問させていただいたのですが、そこで仲

田さんから和歌山の現在の地域農業に関す

るお話をいただき、とても強い関心を抱き

ました。今回は、和歌山の地域農業に関す

る課題の一つである耕作放棄地に関して、

末筆ながらレポートしたいと思います。 
● 
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耕作放棄地の増加 

 耕作放棄地とは、「所有している耕作地

のうち、過去１年以上作付けせず、しかも

この数年の間に再び耕作する考えのない土

地」のことを指します(農業センサスよ

り)。耕作放棄地は、全国的に中山間地域

を中心に増加傾向にあるのですが、これ

は、中山間地での傾斜を活かした果樹栽培

が盛んな和歌山県においても例外ではあり

ません。和歌山県の耕作放棄地の総面積

は、1990年時点では約2284ｈａであったの

に対し、2005年には約3647ｈａにまで増加

しています。耕作放棄地の増加は、農業の

多面的機能(水源涵養機能、景観保全機

能、文化継承機能など)の低下を招く他、

雑草の繁茂や病害虫の増加など様々な問題

をもたらします。 

● 要因分析 

 なぜ耕作放棄地が増加するのかを追究す

ると、たくさんの問題が想起されますが、

大きな要因としては、農家数の減少と農業

従事者の高齢化が考えられます。まず、農

家数はこの十年間で大きく減少しました。

2000年において全国に233万戸あった販売

農家数が2009年においては169万戸になっ

ており、約27.5%の農家が離農したと考え

られます。これに伴って多くの耕作放棄地

が発生しました。また、農業従事者の高齢

化も昨今においてさらに加速が進んでお

り、従事者の半分以上が高齢者となってい

ます。高齢化による労働力の低下は特に、

中山間地域では深刻な影響をもたらしま

す。中山間地域においては基盤整備があま

り進んでおらず、平地農業地帯のように効

率的に経営することが難しいためです。果

樹栽培の場合には、穀物栽培のように収穫

を機械化するわけにはいかないため、労働

力の低下が耕作放棄と密接に関係すると考

えられます。 

● 解決に向けて 

 耕作放棄地問題に取り組むにあたって

は、いくつかの解決策が考えられます。そ

の一つとして、耕作放棄されてからまもな

い土地や耕作放棄予定地での粗放栽培可能

なダイダイなどの品目の導入があります。

これにより、少ない追加的労働力や費用で

農家所得の増加につながるほか、NPOの活

動促進、兼業農家の増加も期待できます。

この取り組みは実際に和歌山紀南地域で始

まっています。ただし、現在ダイダイは、

その大部分がしめ縄や鏡餅といった、正月

の飾り物として利用されており、需要が限

定的です。そのためポン酢やすだち酢、あ

るいはジュースなどの加工用としての需要

を、柚子やすだちのように拡大する戦略が

望まれます。農商工連携や自治体の協力に

よりダイダイの特産品化やブランド化を行

い、加工食品市場でのシェアを獲得できれ

ば、ダイダイ栽培を行う農家やNPOが増加

し、耕作放棄地の減少につながります。 

 もちろん、JAや自治体による集約的な

農地の管理や農地の円滑な賃貸借や売買制

度整備、あるいは政府による中山間地域の

戸別所得補償拡充といった行政面の基幹的

な取り組みも必要不可欠です。肝要なの

は、専業農家、兼業農家、NPO、JA、自

治体などが、地域特性や消費者のニーズな

どを理解したうえで一体となってこの課題

に継続して取り組んでゆくことではないで

しょうか。 
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省農薬ミカンとは 
  

 和歌山県海南市下津町において、農薬

をできるだけ減らした栽培方法（省農

薬）で栽培したミカンです。 

 省農薬ミカン誕生のきっかけとなった

出来事は、1967年7月14日和歌山県海草

郡（現海南市）下津町大窪で、当時１７

歳の松本悟さんが農薬中毒で急逝したこ

とに始まります。 

 悟さんは、松本武（1999年死去）・エ

ツ子さんの長男であり、省農薬ミカン園

の持ち主である仲田芳樹さんの甥にあた

りますが、害虫防除のためにフッ素系の

農薬ニッソール（日本曹達株式会社製造

販売、現在は製造中止）を散布したの

ち、中毒にかかり、3日後に亡くなりま

した。 

 中毒の原因は農薬の安全性の問題であ

るとして、69年にニッソールを製造販売

した日本曹達株式会社と、それを許可し

た国を相手取り民事訴訟を起こしまし

た。 

 当時は、高度経済成長のまっただ中で

あり、大量生産大量消費が大きな価値で

あるという考えが大勢を占め、大量の農

薬を使って多くの作物を作ることに何の

疑問も抱かない時代でした。そんな時代

背景の下、農薬会社と国を相手に損害賠

償を求めた裁判は、77年和歌山地裁で完

全敗訴となります。しかし、その後78年

に大阪高裁に控訴し、84年の最終弁論の

後、裁判所から和解の打診があり、85年

に和解がなされ、日本曹達株式会社から

和解金（賠償金と考えています）が支払

われました。最後まで国の責任は問われ

ませんでしたが、農薬会社が公に和解金

を支払ったのはこれが初めてであり、大

きな成果でした。17歳で亡くなった悟く

んが、17年間の裁判をご両親と共に戦っ

た結果でした。 

 さて、裁判を続ける中で、仲田さんが

新しいミカン園を開くことになり、農薬

を使わずに栽培してみようということに

なったのが、省農薬ミカン園の誕生で

す。裁判を始めて5年後のことでした。 

 開園後2〜3年でミカンの出荷が始まり

ます。農薬ゼミが現行の調査を開始した

のは78年からです。 

 その当時のミカン園は、樹が枯れてし

まうのではないかと思うくらい害虫がた

くさん付いており、また雑草や土の問題

も多くありました。農薬ゼミは、年に数

回、ミカン園に通い、夏と秋の病害虫調

査を続けながら、試行錯誤を繰り返して

きました。最も大きな成果は、86年の天

敵導入であり、これにより害虫は激減

し、現在は本当に害虫が少なくなってい

ます。 

 普通のミカン園では、年間に10数回の

農薬散布が行われますが、省農薬ミカン

園では可能な限り農薬を省いた栽培を続

けています。 

 ミカンの樹の寿命は、人間と同じくら

いと言われていますが、最初に植えた樹

は約40歳になり、働き盛りです。収量は

増え、味も良くなり、多くの方に省農薬

ミカンをお届け出来るようになりまし

た。 

 このミカンを通して、日本の農業のあ

り方や食べ物のことを考えるきっかけに

していただければ幸いです。 

〒606-8827 

京都市左京区田中里ノ前町21石川ビル305 

電話/FAX 075(711)4860 

Email: kgrap@kais.kyoto-u.ac.jp 

振替口座番号 「01070-0-36598」農薬ゼミ 

ホームページもご覧ください 
http://dicc.kais.kyoto-u.ac.jp/KGRAP 


